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「いきものと深くつながり、めぐみあふれるまち ふじ」 
 
 富士市は富士山、愛鷹山、富士川、駿河湾をはじめとした豊かな自然環境や、奥山から里地里山、市
街地、田園・湿地、河川、海岸・海洋などの多様な生態系を擁しています。このような自然環境や生態
系は様々な生きものを育み、生物多様性を豊かなものにしています。また、生物多様性の豊かさによっ
てもたらされる「めぐみ」は、食や産業、文化といった様々な分野における市民の暮らし、経済活動を
支えています。 

このような生物多様性と私たちの関わりを、全ての市民が理解したうえで、一人ひとりの行動につな
げ、生物多様性を健全な状態で将来の世代に引き継ぐことが重要です。 

2050 年においても、富士市の豊かな生物多様性が維持されていることを目指して、将来像『いきも
のと深くつながり、めぐみあふれるまち ふじ』を掲げます。 

 
 

  
 

「生物多様性への理解の浸透と 未来へつなぐ取組みの推進」 
 
 戦略の策定にあたって、現状把握のため各種調査を行ったところ、市民・事業者いずれにおいても、
生物多様性への認知度が低い結果となっています。 

生物多様性の認知度を高める取組を推進することが、目指す将来像の実現につながると考えられるた
め、2030 年までの目標として「生物多様性への理解の浸透と 未来へつなぐ取組みの推進」を掲げます。 

また、2030 年までに達成すべき総合指標として、「『生物多様性』の言葉の認知度」を掲げます。基
本方針１〜３（P.65 参照）に基づいた行動計画を推進することで、総合指標の向上を目指します。 
 

注 1）第 47 回市民世論調査（2018 年度）、第 53 回市民世論調査の結果（2024 年度） 
注２）「生物多様性という言葉を知っていましたか」という設問に対して、「知っており、意味もよく理解してい

る」及び「知っており、意味もだいたい理解している」と回答した市民の割合の合計。 

総合指標 現状 
（2018 年度） 

世論調査 
（2024 年度） 

中間目標 
（2025 年度） 

目標 
（2030 年度） 

「生物多様性」の言葉の認知度 30.1％ 32.8％ 50％ 70％ 

第３章 戦略の基本的な考え方 
 

第１節 将来像（2050 年における富士市の姿） 

第２節 2030 年までの目標 
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 将来像（2050 年における富士市の姿）、2030 年までの目標の実現に向けた基本方針として、以下の
3 つを示します。 
 また、基本方針の中には 9 つの行動方針、19 の取組項目を掲げるとともに、基本方針ごとに「重点
プロジェクト」を設定します。また、富士山と浮島ヶ原を「重点地域」とします。 
 

 
 

 
 

 

 

 

第３節 基本方針 

■基本方針１ 多様な生物について知る 
本市は、フォッサマグナ地区とソハヤキ地区の両方の植物がみられ

る地域であることや、富士川を境界に分布が異なる動物がいるなど、
多種多様な生物が生息・生育しています。資料調査や「富士市自然環
境マップ」の現地調査の結果によると、今までに本市で確認された生
物は合計 5,914 種に及びます。しかし、市内の生物の分布については
まだまだ情報が不足しているのが現状です。 

そのため、多様な生物や生態系をまもり、生物多様性に配慮した社
会づくりに向け、市民協働による生物調査の実施や情報収集を進める
ことによって市内の生物について知り、情報を蓄積していきます。 

 

■基本方針２ 多様な生物や生態系をまもる 
本市では、奥山、里地里山、田園・湿地、市街地、河川・湧水地、

海岸・海洋などの多様な環境が存在し、多くの生物によって多様な生
態系が形成されています。しかし、生物の種に関しては絶滅のおそれ
のある種の存在や、国内外から市内に侵入してきた外来種の拡大、増
加した野生鳥獣による農林業や生態系への影響などの問題が生じてい
ます。また、生態系ごとにも様々な課題が生じています。 

そのため、重要種の保護・保全、外来種の防除、野生鳥獣との共存
を図るとともに、各生態系の特性に応じた保全・再生の方策を講じて
いくことにより、多様な生物・生態系をまもります。 

■基本方針３ 生物多様性に配慮した社会をつくる 
 豊富な水や植物繊維のパルプを原料とした製紙、田子の浦沖のしら
す、富士・愛鷹山麓の富士ヒノキやお茶など、生物多様性のめぐみは
私たちの暮らしや産業を支えているほか、豊かな自然環境が貴重な観
光資源になったり、環境教育の場にもなっています。一方、私たちは
暮らしや経済活動を通じて水や空気を汚したり、化学物質やごみを排
出することにより、環境に負荷を与えています。このように生物多様
性と人間との間には密接な関わりがあるにも関わらず、生物多様性が
社会の基盤を支えてくれていることの重要性があまり知られていませ
ん。 
 そのため、有害化学物質など環境への負荷を低減するとともに、生
物多様性に関する人材育成や啓発を進めるなど、生物多様性に配慮し
た社会を目指します。 
 

浮島ヶ原自然観察会 

アシタカツツジ 

富士川･岩本山･富士山 
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【生物多様性ふじ戦略の体系】 

 

 

生物多様性への理解の浸透と 未来へつなぐ取組みの推進 

 

いきものと深くつながり、めぐみあふれるまち ふじ 将来像（2050 年） 

【基本方針１】 
多様な生物に 
ついて知る 

【基本方針３】 
生物多様性に 
配慮した社会を
つくる 

1-1 生物調査の実施と情報収集 

2-1 重要種等 

2-2 外来種 
拡大防止

2-3 人と野生鳥獣との共存 

4-3 農地 
の保全

5-1 田園 
里地里山・田園づくり

5-2 湿地（浮島ヶ原） 

6-1 市街地 
つながりの確保

基本方針 取組項目 

【基本方針２】 
多様な生物や 
生態系をまもる 

3-1 生物多様性に配慮した 
土地利用 

 
4-1 奥山や里地里山の保護

地区・重要種・外来種 

4-2 奥山や里山の森林 
環境教育の推進

7-1 河川・湧水地 
生態系の保全

7-2 海岸・海洋 
生態系の保全

8-1 水質 
生態系の保全

8-2 有害化学物質 
生態系の保全

8-3 ごみの不法投棄・海洋ごみ 
生態系の保全

9-1 生物多様性に関する教育 
生態系の保全

9-2 生物多様性のめぐみを活用 
した啓発の推進 

9-3 生物多様性に関する情報提供 
生態系の保全

行動方針 

1 野生生物を調査する 

2 重要種・外来種・野生
鳥獣への対策をする 

3 生物多様性に配慮して 
自然を利用する 

4 奥山や里地里山の 
生態系をまもる 
ma 保全する 

5 田園・湿地の生態系を 
まもる 

6 市街地の生態系を 
まもり育てる 

7 河川・湧水地・海岸・海洋 
の生態系をまもる 

8 環境への負荷を少なく
する 

9 生物多様性に関する 
人材育成や啓発をする 

2030 年までの目標 

 

重点地域 ①富士山 
つ な

②浮島ヶ原 
つ な

重点プロジェクト 

生物多様性啓発 
プロジェクト 

いきもの調査 
プロジェクト 

生態系保全 
プロジェクト 


